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蕨
城
址
公
園 

 

蕨
市
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
位
置
す
る
蕨
城
址
公
園

は
歴
史
と
文
化
の
薫
り
高
い
都
市
を
醸
し
出
し
て

い
ま
す
。
公
園
内
に
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
リ
ン
ゴ
の

木
、
成
年
式
発
祥
の
銅
像
、
サ
ミ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン

の
青
春
の
碑
（
岡
田
義
夫
訳
）
な
ど
が
あ
る
。 

そ
し
て
、
濃
い
緑
に
囲
ま
れ
た
小
高
い
一
角
に
立

派
な
「
蕨
城
址
碑
」
が
建
っ
て
い
る
。 

      

表
面
の
揮
毫
は
、
号
を
「
止
軒
（
し
け
ん
）
」
と
称

す
る
昭
和
三
十
五
年
に
文
化
勲
章
を
授
与
さ
れ
た

文
学
博
士
の
「
諸
橋
轍
次
（
も
ろ
は
し
て
つ
じ
）
」
先

生
で
し
た
。
諸
橋
先
生
は
、
昭
和
四
年
～
同
三
十
五

年
の
約
三
十
年
間
の
長
き
年
月
を
重
ね
「
大
漢
和
辞

典
」
の
大
事
業
を
完
成
さ
せ
た
編
者
と
い
う
。 

碑
の
裏
面
に
は
、
こ
れ
こ
そ
が
「
蕨
城
の
歴
史
」 

 

で
あ
る
と
い
う
文
章
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。 

そ
れ
に
よ
る
と
『
渋
川
義
行
（
よ
し
ゆ
き
）」
の
代

に
こ
の
蕨
の
地
は
室
町
幕
府
よ
り
知
行
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
義
行
の
曾
孫
の
渋
川
義
鏡
（
よ
し
か
ね
）

が
、
京
か
ら
鎌
倉
へ
下
向
す
る
足
利
政
知
（
あ
し
か

が
ま
さ
と
も
）
の
補
佐
役
と
し
て
従
っ
て
き
た
。
そ

の
時
、
渋
川
義
鏡
に
よ
り
蕨
城
は
築
城
さ
れ
た
。 

 
 

 

そ
の
後
、
戦
国
時
代
に
入
り
城
主
は
義
鏡
の
孫
・

渋
川
義
基
（
よ
し
も
と
）
と
な
る
。
そ
し
て
、
蕨
城

は
徐
々
に
後
北
条
の
傘
下
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
義
基

は
房
総
三
舟
山
に
出
陣
し
里
見
氏
と
の
戦
い
で
討

ち
死
に
し
、
城
主
不
在
の
蕨
城
は
廃
城
と
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
江
戸
時
代
に
入
り
徳
川
家
康
は
蕨
城

址
に
鷹
狩
り
場
の
御
殿
を
造
っ
て
い
た
。 

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
三
日
諸
橋
轍
次
撰
文
』 

と
な
っ
て
い
る
。
で
は
こ
の
撰
文
の
中
身
を
私
見
で

あ
る
が
、
次
に
ひ
も
解
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

蕨
城
主
渋
川
氏
の
ル
ー
ツ 

 

渋
川
氏
の
大
本
は
、
第
五
六
代
清
和
天
皇
に
遡
り 

 

ま
す
。
清
和
天
皇
の
第
六
皇
子
・
貞
純
親
王
（
さ
だ

ず
み
し
ん
の
う
）
が
臣
籍
降
下
し
清
和
源
氏
の
祖
と

な
り
ま
す
。
そ
の
貞
純
親
王
か
ら
六
代
目
が
有
名
な

「
源
八
幡
太
郎
義
家
」
で
す
。 

そ
の
義
家
の
孫
・
源
義
康
（
よ
し
や
す
）
が
下
野

国
・
足
利
の
地
を
拝
領
し
領
国
と
し
た
の
で
「
足
利
」

姓
を
名
乗
り
足
利
家
初
代
と
な
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
義
康
の
次
男
・
足
利
義
兼
（
よ
し

か
ね
）
が
二
代
目
と
な
っ
た
時
代
、
治
承
四
年
（
一

一
八
〇
）
八
月
に
源
氏
・
宗
家
の
源
頼
朝
が
石
橋
山

で
「
平
家
打
倒
」
の
旗
上
げ
を
し
ま
す
。
そ
の
源
頼

朝
の
旗
上
げ
に
い
ち
早
く
足
利
義
兼
は
馳
せ
参
じ

ま
す
。
そ
し
て
、
源
平
合
戦
で
は
数
々
の
勲
功
を
上

げ
ま
す
。 

     

義
兼
は
北
条
政
子
の
妹
・
時
子
を
娶
り
、
北
条
氏

と
も
姻
戚
関
係
を
作
り
固
く
繋
が
り
、
源
氏
一
門
と 
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し
て
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
の
最
上
位
に
列
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
足
利
義
兼
は
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
鎌

倉
幕
府
征
夷
大
将
軍
・
源
頼
朝
が
不
慮
の
事
故
で
亡

く
な
る
と
、
足
利
義
兼
は
間
も
な
く
出
家
し
、
子
の

足
利
義
氏
（
よ
し
う
じ
）
に
足
利
家
三
代
目
の
家
督

を
譲
り
、
足
利
荘
（
あ
し
が
が
の
し
ょ
う
）
に
隠
棲

し
、
鑁
阿
寺
（
ば
ん
な
じ
）
を
創
建
し
ま
す
。
ま
た
、

足
利
学
校
の
創
設
に
も
関
わ
り
ま
す
。
（
足
利
学
校

創
設
に
は
異
説
が
あ
り
ま
す
。
） 

      

 

そ
し
て
、
頼
朝
亡
き
後
、
鎌
倉
幕
府
は
執
権
の
北

条
家
が
実
権
を
握
り
、
頼
朝
の
忠
臣
・
梶
原
景
時
の

追
放
討
滅
、
ま
た
、
頼
朝
の
乳
母
一
族
・
比
企
家
の

壊
滅
と
二
代
将
軍
頼
家
の
追
放
暗
殺
や
、
侍
所
別

当
・
和
田
一
族
の
討
滅
、
さ
ら
に
は
三
代
将
軍
・
源 

 

実
朝
の
暗
殺
な
ど
血
生
臭
い
闘
争
を
繰
り
広
げ
、
ひ

た
す
ら
執
権
政
治
の
強
化
を
進
め
て
い
く
の
で
す
。 

 

足
利
家
三
代
目
・
足
利
義
氏
も
鎌
倉
幕
府
執
権
の

北
条
家
か
ら
正
妻
（
北
条
泰
時
の
娘
）
を
迎
い
入
れ
、

「
承
久
の
乱
」
に
は
、
二
代
執
権
・
北
条
義
時
の
重

鎮
と
し
て
活
躍
し
、
鎌
倉
幕
府
の
執
権
制
度
確
立
に 

協
力
し
て
い
き
ま
す
。 

次
に
、
足
利
家
四
代
目
は
足
利
泰
氏
と
な
り
泰
氏

も
北
条
家
か
ら
妻
を
迎
え
入
れ
権
力
闘
争
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
よ
う
に
気
配
り
し
て
い
き
ま
す
。 

こ
の
泰
氏
の
次
男
・
義
顕
（
よ
し
あ
き
）
が
、
鎌

倉
幕
府
三
代
執
権
北
条
泰
時
の
時
代
（
一
二
二
五
～

一
二
四
五
）
に
、
上
野
国
渋
川
荘
を
知
行
さ
れ
、
こ

こ
か
ら
「
渋
川
」
と
称
し
、
渋
川
義
顕
が
渋
川
家
初

代
と
な
っ
て
、
宗
家
・
足
利
家
一
門
の
中
で
も
家
格

も
上
位
と
し
て
行
動
し
て
い
く
の
で
す
。 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

鎌
倉
幕
府
八
代
執
権
・
時
宗
の
時
代
。
文
永
一
一

年
（
一
二
七
四
）
と
弘
安
四
年
〈
一
二
八
一
〉
の
二

度
に
亘
る
「
蒙
古
軍
の
来
襲
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
参

戦
し
た
御
家
人
へ
の
恩
賞
も
な
く
、
ま
た
、
鎌
倉
幕 

 

府
の
財
政
も
徐
々
に
ひ
っ
迫
し
て
い
き
ま
す
。 

こ
の
時
の
宗
家
・
足
利
家
は
鎌
倉
報
国
寺
を
創
建

し
た
・
六
代
目
足
利
家
時
で
す
。
し
か
し
、
北
条
執

権
家
の
内
紛
・
家
督
争
い
の
二
月
騒
動
（
一
二
七
二
）

の
時
に
巻
き
込
ま
れ
「
我
よ
り
三
代
の
後
、
天
下
を

執
れ
」
と
い
う
「
置
き
文
」
を
残
し
て
自
害
し
て
い

ま
す
。（
伝
説
） 

 

渋
川
家
で
は
二
代
目
渋
川
義
春
と
な
り
ま
す
。
歴

史
上
で
は
生
没
不
詳
で
す
が
、
義
春
も
ま
た
北
条
家

の
家
督
争
い
の
二
月
騒
動
（
一
二
七
二
）
に
巻
き
込

ま
れ
た
の
か
佐
渡
に
流
さ
れ
、
し
か
し
、
北
条
家
よ

り
正
室
を
迎
え
て
い
る
関
係
か
ら
か
一
年
後
許
さ

れ
鎌
倉
へ
帰
還
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
妻
の
母
か

ら
は
「
武
蔵
国
大
麻
生
郷
（
熊
谷
市
）
を
譲
ら
れ
て

い
ま
す
。
足
利
家
一
門
で
は
家
格
が
高
い
位
置
で
活

躍
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

 

宗
家
・
足
利
家
七
代
目
は
足
利
貞
氏
（
さ
だ
う
じ
）

と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
初
め
て
、
北
条
家
以
外
の
上

杉
家
か
ら
側
室
で
す
が
、
上
杉
清
子
を
迎
い
入
れ
ま

す
。
こ
の
清
子
は
室
町
幕
府
を
成
立
さ
せ
る
「
足
利 

鑁阿寺 

足利学校 
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尊
氏
・
足
利
直
義
」
兄
弟
の
母
と
な
り
ま
す
。
こ
の

兄
弟
が
、
六
代
目
足
利
家
時
の
「
置
き
文
」
を
実
行

し
、
後
に
尊
氏
が
天
下
を
執
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

渋
川
家
三
代
当
主
は
渋
川
貞
頼
（
さ
だ
よ
り
）
と

な
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
生
没
年
不
詳
で
す
。
し
か

し
、
足
利
尊
氏
の
弟
・
足
利
直
義
へ
娘
の
頼
子
（
ら

い
し
）・
本
光
院
を
嫁
が
せ
て
い
ま
す
。
渋
川
家
の
歴

史
上
の
資
料
は
希
薄
で
す
が
、
本
光
院
と
直
義
の
婚

姻
の
こ
と
は
、
渋
川
家
は
足
利
家
の
一
門
と
し
て
ま

す
ま
す
重
き
を
な
し
て
い
く
証
左
と
な
っ
て
い
ま

す
。 こ

の
頃
、
京
の
朝
廷
で
は
鎌
倉
幕
府
倒
幕
の
計
画

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
渋
川
家
も
こ
れ
か

ら
起
こ
る
鎌
倉
幕
府
の
討
幕
に
活
躍
し
て
い
く
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

 

室
町
幕
府
と 

渋
川
家
の
動
向 

 

第
九
六
代
後
醍
醐
天
皇
は
鎌
倉
幕
府
の
討
幕
を 

目
指
す
が
、
こ
の
計
画
は
側
近
・
吉
田
定
房
の
密
告 

 

に
よ
り
失
敗
し
、
結
果
、
天
皇
は
隠
岐
の
島
に
配
流 

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

し
か
し
、
正
慶
二
年
（
一
三
三
三
）
後
醍
醐
天
皇

は
隠
岐
を
脱
出
し
鎌
倉
幕
府
の
討
滅
に
再
び
立
ち 

上
が
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
鎌
倉
幕
府
は
、
足
利

尊
氏
を
総
大
将
と
す
る
大
軍
を
京
に
向
け
発
進
さ

せ
ま
す
。
足
利
尊
氏
は
三
河
国
に
着
き
、
足
利
一
門

十
三
家
と
と
も
に
後
醍
醐
天
皇
の
綸
旨
に
従
っ
て
、

逆
に
鎌
倉
幕
府
の
六
波
羅
探
題
を
攻
め
滅
ぼ
し
、
同

時
に
鎌
倉
は
新
田
義
貞
軍
に
よ
っ
て
壊
滅
さ
れ
、
こ

こ
で
鎌
倉
時
代
か
ら
、「
後
醍
醐
天
皇
の
新
政
」
を
経

て
、
足
利
尊
氏
の
室
町
時
代
へ
と
時
代
は
代
わ
っ
て

い
く
の
で
す
。 

      

こ
の
時
、
渋
川
家
は
、
四
代
当
主
は
渋
川
義
季
（
よ

し
す
え
・
一
三
一
四
～
三
五
）
に
な
り
ま
す
。
足
利

家
の
廂
番
（
ひ
さ
し
ば
ん
。
将
軍
近
侍
）
の
ト
ッ
プ 

 

に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
父
・
貞
頼
（
さ
だ
よ
り
）
か
ら
先
代
か
ら

の
地
「
武
蔵
国
大
麻
生
郷
」（
熊
谷
市
）
を
譲
ら
れ
て

い
ま
す
。 

そ
の
義
季
は
足
利
直
義
に
従
っ
て
鎌
倉
に
赴
き
、

鎌
倉
幕
府
十
三
代
執
権
・
北
条
高
時
の
遺
児
・
北
条

時
行
の
鎌
倉
奪
還
の
「
中
先
代
の
乱
」（
一
三
三
五―

建
武
二
年
）
の
戦
い
の
時
、
大
将
を
務
め
た
渋
川
義

季
は
残
念
な
が
ら
二
三
才
の
若
さ
で
敗
死
し
て
し

ま
う
の
で
す
。 

し
か
し
、
後
年
に
は
娘
の
幸
子
（
こ
う
し
）
が
宗

家
・
足
利
家
二
代
将
軍
足
利
義
詮
（
あ
し
か
が
よ
し

あ
き
ら
）
の
正
室
に
迎
え
ら
れ
ま
す
。
嫡
子
が
生
ま

れ
ま
す
が
夭
逝
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

そ
の
後
義
詮
の
側
室
・
紀
良
子
（
き
の
り
ょ
う
し
・

順
徳
天
皇
の
孫
）
が
生
ん
だ
義
満
（
よ
し
み
つ
）
を

育
て
上
げ
、
こ
れ
が
足
利
三
代
将
軍
足
利
義
満
と
な

り
、
勘
合
貿
易
を
興
し
室
町
幕
府
を
隆
盛
に
導
き
、

金
閣
寺
を
建
立
、
ま
た
、
観
阿
弥
、
世
阿
弥
を
保
護

し
、
能
狂
言
な
ど
室
町
文
化
の
華
を
咲
か
せ
て
い
く

の
で
す
。 

渋
川
家
の
五
代
当
主
は
渋
川
直
頼
（
た
だ
よ
り
・ 

足利尊氏 
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一
三
三
五
～
五
六
）
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
足
利

直
義
に
従
っ
て
い
ま
し
た
が
、
足
利
尊
氏
と
直
義
兄

弟
の
争
い
「
観
応
の
擾
乱
（
か
ん
の
う
の
じ
ょ
う
ら

ん
）
」
期
は
、
足
利
尊
氏
側
に
従
っ
て
室
町
幕
府
成
立

に
貢
献
し
、
兄
弟
の
幸
子
が
足
利
二
代
将
軍
の
正
室

の
た
め
か
、
ま
た
、
直
頼
の
妻
は
、
尊
氏
の
執
事
・

高
師
直
の
娘
で
あ
り
、
こ
れ
も
関
係
す
る
の
で
し
ょ

う
が
、
備
後
国
御
調
郡
（
び
ん
ご
の
く
に
み
つ
ぎ
ご

う
り
）
他
十
二
ヶ
国
二
十
二
ヶ
所
を
所
領
す
る
こ
と

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
渋
川
家
は
京
都
に

於
い
て
、
足
利
将
軍
家
を
支
え
る
管
領
家
と
同
格
か
、

或
い
は
そ
れ
以
上
の
高
家
に
列
せ
ら
れ
て
い
く
の

で
す
。 

         

 

次
に
渋
川
家
の
六
代
目
当
主
は
渋
川
義
行
（
よ
し

ゆ
き
・
一
三
四
八
～
七
五
）
に
な
り
ま
す
。
宗
家
・

足
利
家
は
勢
い
の
あ
る
義
満
の
時
代
で
し
た
。 

義
行
は
父
・
直
頼
か
ら
譲
ら
れ
た
備
後
国
御
調
郡

（
み
つ
ぎ
ぐ
ん
）
に
加
え
、
幕
府
よ
り
備
後
・
備
中

の
守
護
に
も
任
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
九
州
探
題
を
命

ぜ
ら
れ
る
の
で
す
。 

父
・
直
頼
か
ら
領
国
は
「
渋
川
直
頼
譲
状
写
」
と
し

て
「
蕨
市
史
・
通
史
」（
平
成
七
年
刊
行
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
膨
大
な
領
国
で
す
。 

       

こ
の
中
に
「
武
蔵
国 

蕨
郷
上
下
」と
あ
り
、「
蕨
」

の
名
称
が
歴
史
上
に
初
見
と
な
り
、「
蕨
郷
」
は
渋
川

直
頼
の
時
代
に
は
既
に
渋
川
家
の
知
行
国
と
し
て

存
在
し
て
い
た
の
で
す
。
十
二
か
国
二
十
二
か
所
を

列
記
し
ま
す
。 

              

そ
し
て
、
渋
川
家
は
七
代
目
の
渋
川
満
頼
（
み
つ

よ
り
・
一
三
七
二
～
一
四
四
六
）
に
な
り
父
・
義
行

の
九
州
探
題
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
摂
津
、
安
芸
国

の
守
護
に
も
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。 

九
州
に
て
は
朝
鮮
貿
易
に
も
関
係
し
た
活
躍
が

見
ら
れ
る
が
、
子
の
八
代
目
渋
川
義
俊
に
探
題
職
を

代
行
さ
せ
、
満
頼
は
上
洛
し
、
京
に
て
公
家
な
ど
と

の
交
流
を
図
り
渋
川
家
は
京
都
に
落
ち
着
き
、
京
都

渋
川
と
な
り
、
膨
大
な
知
行
国
よ
り
の
上
納
が
あ
り 

渋
川
直
頼
譲
状
「
武

蔵
国
蕨
郷
上
下
」（
広

島
県
三
原
市
・
賀
上

晋
次
家
所
蔵
） 

「
蕨
市
史
通
史
編
」

よ
り 

参考資料 
 蕨市史 通史編 

一
所 

下
野
国
足
利
庄
内
板
倉
郷 

一
々 

上
野
国
渋
河
郷 

一
々 

武
蔵
国
大
麻
生
郷 

一
々 

同
国
蕨
郷
上
下 

一
々 

同
国
遊
馬
郷
領
家
職 

一
々 

但
馬
国
阿
佐
之
野
村 

一
々 

相
模
国
一
宮
庄
同
社
領
富
田
以
下 

一
々 

同
国
西
飯
田
堀
内
一
宮
領
新
寄
進 

一
々 

加
賀
国
野
代
村 

一
々 

越
中
国
目
良
保 

一
々 

同
国
春
日 

吉
江
保 

一
所 

信
濃
国
有
坂
郷 

一
々 

同
国
長
土
呂
郷 

一
々 

陸
奥
国
酒
谷
村 

一
々 

同
国
小
紫
村 

一
々 

出
羽
国
沼
木
郷 

一
々 

同
国
赤
坂
郷 

一
々 

備
後
国
御
調
別
宮 

一
々 

同
国
山
南
郷 

 

一
々 

同
国
山
田
村 

一
々 

同
国
福
代
村 

一
々 

佐
渡
国
守
護
職 
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満
頼
は
京
の
公
家
文
化
の
中
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。 

そ
し
て
、
満
頼
は
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
七
四
歳

の
生
涯
を
京
都
で
閉
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
満
頼
の
流

れ
が
関
東
渋
川
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

渋
川
家
は
八
代
目
を
渋
川
義
俊
（
一
四
〇
〇
～
三

四
）
が
継
ぎ
ま
す
。
九
州
探
題
は
引
き
継
き
ま
す
が
、 

任
の
途
中
で
そ
の
職
を
従
兄
弟
の
・
足
利
満
直
に
譲

り
隠
棲
し
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
満
直
系
が

九
州
渋
川
を
継
承
し
、
備
後
・
備
中
の
守
護
も
任
じ

ら
れ
て
い
き
ま
す
。 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

宗
家
・
足
利
家
は
、
将
軍
足
利
義
持
が
後
継
者
の

指
名
無
し
で
死
去
し
た
た
め
「
く
じ
引
き
」
で
つ
ぎ

の
将
軍
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
く
じ
引

き
将
軍
」
に
は
、
足
利
義
教
（
よ
し
の
り
）
が
選
ば

れ
、
室
町
幕
府
六
代
将
軍
に
就
任
し
ま
す
。
永
享
元

年
（
一
四
二
九
）
の
こ
と
で
す
。 

こ
の
将
軍
職
の
「
く
じ
引
き
」
と
い
う
決
め
方
を 

見
た
遠
く
の
鎌
倉
に
お
い
て
は
、
我
も
「
将
軍
を
狙 

う
」
と
い
う
「
鎌
倉
公
方
・
足
利
持
氏
」
が
動
き
出

し
、
こ
れ
を
諫
め
た
関
東
管
領
「
上
杉
憲
実
・（
足
利

学
校
と
金
沢
文
庫
の
再
興
者
）
」
と
の
間
で
内
紛
が 

 

発
生
し
ま
す
。 

こ
れ
に
対
し
京
の
足
利
義
教
将
軍
は
関
東
管
領
・

上
杉
憲
実
の
鎌
倉
へ
幕
府
軍
を
派
遣
し
鎌
倉
公
方
・

持
氏
を
自
害
（
永
享
一
一
年
・
一
四
三
九
）
に
追
い

込
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。 

一
方
、
こ
の
義
教
将
軍
も
、
守
護
大
名
の
赤
松
満

祐
に
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
嘉
吉
元
年
（
一

四
四
一
）
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
宗
家
・
足

利
家
は
室
町
幕
府
を
統
治
す
る
力
に
少
し
ず
つ
陰

り
が
見
え
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
の 

鎌
倉
公
方 

 

持
氏
の
自
害
に
よ
り
鎌
倉
府
は
廃
止
さ
れ
、
鎌
倉

公
方
不
在
の
時
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
は

関
東
管
領
上
杉
家
が
武
蔵
国
を
統
治
し
て
い
た
の

で
す
。 

嘉
吉
元
年
に
室
町
幕
府
将
軍
・
足
利
義
教
が
暗
殺

さ
れ
た
後
、
京
で
は
足
利
家
に
よ
る
政
治
統
治
が
少 

し
不
安
定
な
中
に
八
代
将
軍
と
し
て
足
利
義
政 

（1
449

～1474

）
の
時
代
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。 

       

こ
こ
で
、
鎌
倉
で
は
「
鎌
倉
府
」
再
興
の
運
動
が

開
始
さ
れ
、
持
氏
が
自
害
に
追
い
込
ま
れ
て
か
ら
八

年
後
、
持
氏
の
遺
児
・
足
利
成
氏
（
し
げ
う
じ
）
が

十
才
の
若
さ
で
、
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
室
町
幕

府
か
ら
鎌
倉
公
方
に
承
認
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
新
し
い
鎌
倉
府
は
、
鎌
倉
公
方
に
足
利
成
氏
、

そ
の
補
佐
役
の
関
東
管
領
に
は
山
内
上
杉
家
の
上 

杉
憲
忠
（
の
り
た
だ
・
上
杉
憲
実
の
嫡
男
）
が
就
任

し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
成
氏
が
ま
だ
幼
年
の
た
め
、
こ
れ
を
支

え
る
旧
持
氏
派
と
上
杉
派
と
の
内
部
抗
争
が
、
ま
た

も
や
湧
き
上
が
っ
て
き
た
の
で
す
。 

さ
ら
に
、
成
氏
は
父
・
持
氏
を
死
に
追
い
や
っ
た

の
は
上
杉
憲
実
と
思
い
こ
み
、
享
徳
三
年
（
一
四
五

五
）
一
月
一
五
日
、
成
氏
は
、
憲
実
の
嫡
男
の
関
東

管
領
の
上
杉
憲
忠
を
御
所
に
呼
び
寄
せ
謀
殺
し
て 

足利義政 



6 

 

 
し
ま
う
の
で
す
。 

こ
れ
に
対
抗
し
て
、
山
内
（
や
ま
の
う
ち
）
上
杉

家
は
、
憲
忠
の
弟
・
房
顕
を
後
継
と
し
、
室
町
幕
府 

の
支
持
を
得
て
、
幕
府
を
バ
ッ
ク
に
し
て
成
氏
と
対

決
し
て
い
く
の
で
す
。 

こ
の
攻
防
が
関
東
一
円
に
拡
大
し
、
鎌
倉
公
方
・

足
利
成
氏
は
、
関
東
管
領
山
内
上
杉
と
扇
谷
（
お
お

ぎ
が
や
つ
）
上
杉
の
連
合
軍
と
戦
闘
を
繰
り
広
げ
て

い
き
ま
す
。 

成
氏
は
北
部
、
東
部
の
武
蔵
国
の
豪
族
を
傘
下
に

持
ち
、
今
度
は
「
古
河
」
を
拠
点
と
し
「
古
河
公
方
」

と
し
て
、
鎌
倉
の
上
杉
連
合
軍
と
対
峙
し
、
さ
ら
に

は
宗
家
・
足
利
の
室
町
幕
府
ま
で
敵
と
し
て
し
ま
う 

の
で
す
。 

こ
れ
が
、『
享
徳
の
乱
』「
享
徳
三
年
（
１
４
４
５
）

～
文
明
十
四
年
（1

4
8
3

）」
と
し
て
二
十
八
年
間
続
く

の
で
す
。
そ
し
て
、
世
は
徐
々
に
戦
国
時
代
に
突
入

し
て
い
く
の
で
す
。 

こ
の
「
享
徳
の
乱
」
に
渋
川
家
も
大
き
く
関
わ
り
、

京
都
の
宗
家
・
足
利
一
門
の
な
か
で
名
門
と
し
て
存

在
し
て
い
る
京
都
渋
川
家
も
室
町
幕
府
足
利
家
と

足
並
み
を
揃
え
て
揺
れ
動
い
て
い
く
の
で
す
。 

 

渋
川
義
鏡
の
下
向 

 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
古
河
公
方
・
成
氏
が
室
町
幕

府
及
び
宗
家
・
足
利
家
に
対
し
て
も
対
抗
に
す
る
こ

と
に
幕
府
も
見
逃
す
事
が
出
来
な
く
な
っ
て
き
た
。 

ま
た
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
に
は
、
古
河
公
方

の
有
力
武
将
、
関
宿
城
主
・
梁
田
持
助
（
や
な
だ
も

ち
す
け
）
が
武
蔵
国
足
立
郡
の
過
半
を
押
さ
え
て
い

く
事
件
が
お
き
た
。 

そ
こ
で
、
新
た
な
鎌
倉
公
方
を
送
っ
て
、
こ
れ
を 

排
除
し
関
東
を
支
配
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

そ
こ
で
、
古
河
公
方
足
利
成
氏
を
征
討
す
る
た
め

長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）、
幕
府
は
仏
門
に
あ
っ
た
天

龍
寺
香
厳
院
主
（
政
知
ー
ま
さ
と
も
ー
義
政
の
兄
）

を
還
俗
さ
せ
「
足
利
政
知
」
と
し
て
関
東
に
下
す
こ

と
と
し
ま
し
た
。 

こ
の
下
向
に
あ
た
り
補
佐
役
と
し
て
足
利
一
門

の
名
家
渋
川
家
九
代
目
当
主
・
渋
川
義
鏡
（
し
ぶ
か

わ
よ
し
か
ね
ー
生
没
不
詳
）
）
が
選
任
さ
れ
た
の
で

す
。（
八
代
目
義
俊
の
子
、
又
は
満
頼
の
子
と
も
意 

見
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。） 

政
知
に
従
っ
た
渋
川
義
鏡
の
関
東
下
向
は
長
禄 

 

三
年
（
一
四
五
九
）
の
七
月
下
旬
こ
ろ
と
推
考
さ
れ

ま
す
（
蕨
市
史
よ
り
）。 

下
向
し
た
政
知
ら
は
直
接
鎌
倉
へ
入
る
こ
と
は

か
な
わ
ず
、
ま
ず
山
内
上
杉
氏
と
関
係
の
深
い
伊
豆

奈
古
谷
（
な
ご
や
ー
静
岡
・
韮
山
町
）
の
国
清
寺
に

入
り
、
の
ち
堀
越
（
ほ
り
ご
え
）
に
移
っ
て
政
治
活

動
を
行
い
、「
堀
越
公
方
」
と
称
さ
れ
た
。 

義
鏡
は
公
方
政
和
を
補
佐
し
て
成
氏
討
伐
に
当

た
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
足
利
一
門
と
し
て
の
権
威
の

尊
重
は
さ
れ
た
も
の
の
、
公
家
文
化
育
ち
義
鏡
の
軍

事
力
の
弱
体
は
、
関
東
管
領
山
内
上
杉
氏
と
扇
谷
上

杉
氏
と
の
協
力
関
係
を
得
ら
れ
ず
な
か
な
か
実
績

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

管
領
上
杉
と
上
杉
扇
谷
の
連
合
軍
も
武
蔵
の
太

田
庄
（
群
馬
県
板
倉
町
）・
に
て
古
河
公
方
軍
に
大
敗

し
、
堀
越
公
方
側
の
軍
事
力
の
弱
さ
を
露
呈
し
、
古

河
公
方
の
北
関
東
に
お
け
る
優
位
が
明
ら
か
に
な

り
、
幕
府
や
堀
越
公
方
の
権
威
は
失
墜
し
た
の
で
す
。 

 

そ
し
て
、
堀
越
公
方
の
弱
体
化
に
輪
を
か
け
た
の

が
、
京
の
室
町
幕
府
の
「
応
仁
の
乱
」（
応
仁
元
年
一

四
六
七
～
文
明
九
年
一
四
七
七
）
の
争
乱
で
す
。 
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そ
れ
に
よ
り
、「
新
鎌
倉
殿
」
と
し
て
下
向
し
た
足
利

政
知
と
そ
の
補
佐
役
の
渋
川
義
鏡
は
、
梯
子
を
外
さ

れ
孤
立
状
態
に
な
り
、
両
上
杉
家
を
頼
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。 

 

蕨
城
の
築
城 

 

渋
川
義
鏡
は
、
特
に
扇
谷
（
お
お
ぎ
が
や
つ
）
上

杉
家
の
家
宰
・
太
田
道
灌
を
頼
る
こ
と
に
な
っ
た
と

推
察
さ
れ
ま
す
。 

    

 

古
河
公
方
・
成
氏
に
対
抗
し
て
太
田
道
灌
が
築
い
た

河
越
・
岩
付
・
江
戸
の
三
城
の
軍
事
防
衛
ラ
イ
ン
に

加
え
、
渋
川
義
鏡
が
渋
川
家
先
祖
伝
承
の
地
「
蕨
郷
」

に
築
い
た
「
蕨
城
」
も
そ
の
ラ
イ
ン
に
組
み
入
れ
て

い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

そ
の
「
蕨
城
」
の
築
城
時
期
は
明
確
な
資
料
は
見

つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
渋
川
義
鏡
の
関
東
下
向
（
一 

 

四
五
九
）
後
、
余
り
時
を
経
な
い
時
期
に
、
板
倉
氏

ら
家
臣
に
よ
り
築
城
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
「
蕨
城
」
の
規
模
に
つ
い
て
は
「
蕨
市
史
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
（1

6
2

ペ
ー
ジ
） 

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
成
立
と
伝
え
る
「
蕨

御
殿
の
図
」
を
検
討
し
て
み
る
と
、
御
主
殿
を
祀
る

主
郭
と
お
ぼ
し
き
方
形
（
ほ
う
け
い
）
の
曲
輪
（
く

る
わ
）
を
中
心
に
南
は
二
つ
の
曲
輪
、
北
に
も
曲
輪

状
遺
構
が
配
さ
れ
て
お
り
、
微
高
地
の
上
に
南
北
に

連
続
し
た
連
郭
式
（
れ
ん
か
く
し
き
）
の
曲
輪
配
置

が
読
み
と
れ
る
。 

        

ま
た
、
主
郭
は
『
埼
玉
県
史
料
』
に
よ
る
と
、
郭

内
部
・
土
居
（
ど
い
）・
堀
を
含
め
お
よ
そ
七
〇
間
（
約

一
二
六
㍍
）
四
方
、
面
積
は
一
町
六
反
五
畝
歩 

 

余
（
約
六
千
坪
）、
方
形
館
の
形
状
を
呈
し
、
壕
堀
（
ご

う
ほ
り
）
の
幅
は
六
間
（
約
一
一
㍍
）、
壕
堀
の
内
部

に
は
幅
四
間
（
約
七
・
三
㍍
）
の
藪
土
居
（
や
ぶ
ど

い
）
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
土
居
高
、
壕

堀
な
ど
の
形
状
や
深
さ
な
ど
に
つ
い
て
は
記
述
が

な
く
明
ら
か
で
は
な
い
。 

郭
内
の
広
さ
は
古
図
面
に
縦
四
八
間
（
約
八
七

㍍
）、
横
三
六
間
（
約
六
五
㍍
）
と
あ
り
、
お
よ
そ
五

反
七
畝
一
八
坪
（
約
一
八
〇
〇
坪
）
と
な
る
。 

但
し
、
城
郭
の
面
積
に
つ
い
て
は
種
々
の
見
解
が

あ
り
、『
蕨
市
の
歴
史
』
で
は
一
町
四
反
歩
余
（
や
く

四
二
〇
〇
坪
）、『
わ
ら
び
の
歴
史
』（
蕨
市
教
育
委
員

会
）
で
は
堀
内
九
反
四
畝
一
歩
（
約
二
九
〇
〇
坪
）、

外
輪
地
一
町
七
反
九
畝
二
六
歩
（
約
六
四
〇
〇
坪
）

と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
「
自
治
資
料
埼
玉
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念

物
調
査
報
告
」（
大
正
十
五
年
）
で
は
、『
和
楽
備
神

社
南
方
約
三
千
坪
の
地
』
と
し
て
い
る
。 

「
主
郭
の
南
に
は
虎
口
と
馬
出
し
が
認
め
ら
れ
、

付
属
の
郭
に
続
い
て
い
る
。
馬
出
し
に
は
、
近
世
初

頭
に
蕨
御
殿
が
置
か
れ
た
ら
し
く
「
御
殿
村
」
の
地

名
を
遺
し
て
い
る
。（
大
正
十
五
年
当
時
） 

太田道灌 

弘化三年（1846）に写された

「蕨御殿の図」 

蕨市史 通史編 
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主
郭
の
東
北
に
は
壕
堀
（
幅
約
十
一
ｍ
）
に
隣
接

し
て
、
武
の
神
で
あ
る
八
幡
社
（
和
楽
備
神
社
）

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
「
蕨
城
」
の
北
西
に
は
三
学
院

や
本
法
院
・
宝
蔵
院
、
東
南
に
は
渋
川
氏
の
菩
提

寺
で
あ
る
宝
樹
院
が
あ
り
、
近
く
に
は
家
臣
も
居

住
し
て
い
て
「
蕨
城
」
の
砦
の
役
割
を
果
た
し
て

い
た
と
い
う
。 

ま
た
、
「
蕨
城
址
」
の
東
南
に
は
「
要
害
」
「
防

止
」
と
い
う
城
郭
ゆ
か
り
の
字
名
（
大
正
十
五
年

当
時
）
も
残
っ
て
い
る
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

「
蕨
城
」
の
渋
川
氏 

 

鎌
倉
時
代
の
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
頃
、
渋
川

義
顕
が
興
し
た
「
渋
川
家
」
は
、
常
に
「
足
利
家
」

の
興
廃
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
き
た
も
の
と
推
察
さ

れ
、
鎌
倉
時
代
に
は
源
頼
朝
の
旗
挙
げ
に
貢
献
し
た

が
、
頼
朝
亡
き
後
に
は
、
ひ
た
す
ら
足
利
家
の
中
で 

北
条
執
権
と
婚
姻
を
重
ね
、
宗
家
・
足
利
の
清
和
源

氏
の
流
れ
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、「
忍
」
の
一
字
で
過

ご
し
て
き
た
よ
う
で
す
。 

 

そ
し
て
、
足
利
尊
氏
の
時
代
に
は
、
こ
の
「
忍
」

が
一
気
に
解
き
放
さ
れ
、
都
を
「
鎌
倉
」
か
ら
「
京

都
」
に
遷
し
、
室
町
幕
府
を
築
い
て
い
く
の
で
す
。 

渋
川
家
も
当
然
、
足
利
尊
氏
の
重
鎮
と
し
て
の
一

翼
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。
渋
川
家
五
代
目
直
頼
時
代

か
ら
大
領
国
主
と
な
り
、
七
代
目
満
頼
の
時
代
に
は

京
の
都
文
化
に
仲
間
入
り
す
る
武
家
か
ら
公
家
世

界
に
近
い
日
常
（
貴
人
）
を
送
っ
て
い
た
も
の
と
推

考
さ
れ
る
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
世
界
に
育
っ
た
「
渋
川
義
鏡
」
が 

蕨
城
主
と
な
る
の
で
す
。
歌
詠
み
の
世
界
に
も
通
じ

て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
も
文
武
両
道
の
江
戸

城
を
築
い
た
（
一
四
五
七
ー
長
禄
元
年
）
太
田
道
灌

に
近
づ
き
、
扇
谷
上
杉
の
家
宰
を
勤
め
る
太
田
道
灌

の
勢
力
範
囲
に
徐
々
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
よ
う

で
す
。 

義
鏡
の
行
動
に
つ
い
て
は
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）

に
太
田
道
灌
が
用
土
原
（
寄
居
町
用
土
）
の
合
戦
で
、

長
尾
景
春
を
破
っ
た
と
き
に
道
灌
方
と
し
て
武
勲

を
あ
げ
た
と
い
う
が
、
生
没
年
は
不
明
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

義
鏡
は
、
ま
た
、
実
子
の
義
廉
（
よ
し
か
ど
）
を 

 

京
都
管
領
の
斯
波
家
（
し
ば
け
）
の
当
主
と
し
て
送

り
出
し
て
、
京
に
て
も
渋
川
義
鏡
は
ま
だ
名
家
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
斯
波
家
の
勢
力
争
い
に
敗

れ
た
斯
波
義
廉
（
し
ば
よ
し
か
ど
）
の
失
脚
と
、
宗

家
・
足
利
家
の
衰
退
と
と
も
に
渋
川
氏
は
国
人
領
主

ク
ラ
ス
と
な
り
、
太
田
道
灌
と
連
携
も
し
く
は
従
属

の
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 
 
 

一
方
、
伊
豆
で
は
北
条
早
雲
が
勢
い
を
つ
け
、
明

応
四
年
（
一
四
九
五
）
に
は
、
堀
越
公
方
二
代
目
・

茶
々
丸
を
追
放
し
伊
豆
地
方
を
手
中
に
収
め
、
さ
ら

に
文
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
に
至
っ
て
、
相
模
国

を
平
定
し
戦
国
武
将
・
下
克
上
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

と
し
て
の
し
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。 

      

さ
ら
に
余
勢
を
つ
け
武
蔵
国
へ
も
領
土
拡
大
の

意
欲
を
み
せ
、
上
杉
家
の
江
戸
城
や
岩
付
城
、
河
越 

北条早雲 



9 

 

 
城
も
視
野
に
入
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
後 

北
条
軍
対
山
内
上
杉
・
扇
谷
上
杉
・
古
河
公
方
連
合

軍
と
の
間
で
一
触
即
発
の
戦
い
の
様
相
が
一
層
濃

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
時
、
蕨
城
主
は
渋
川
義
尭
（
よ
し
た
か
）
が

十
代
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
義
鏡
の
嫡
子
と
も
養
子

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
後
北
条
と
両
上

杉
・
古
河
公
方
連
合
軍
の
戦
い
に
「
蕨
城
」
は
あ
る

時
は
後
北
条
、
ま
た
、
あ
る
時
に
扇
谷
上
杉
に
組
み

入
れ
ら
れ
翻
弄
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

天
文
一
四
年
（
一
五
四
五
）
、
北
条
氏
綱
（
後
北
条

の
二
代
目
）
と
反
北
条
連
合
軍
の
間
で
雌
雄
を
決
す

る
「
河
越
夜
戦
（
か
わ
ご
え
よ
い
く
さ
）」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
結
果
は
北
条
氏
康
軍
の
大
逆
転
の
大
勝
利

と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
古
河
公
方
は
次
第
に
衰
退
に
向
か

い
、
上
杉
方
は
越
後
の
長
尾
家
に
落
ち
て
い
き
「
長

尾
家
」
に
「
上
杉
」
の
名
称
を
譲
り
、
長
尾
景
虎
が

『
上
杉
謙
信
』
を
名
乗
っ
て
い
く
の
で
す
。 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

こ
の
こ
と
か
ら
、
お
分
か
り
の
よ
う
に
「
蕨
城
」

と
渋
川
義
堯
は
北
条
氏
康
の
傘
下
に
完
全
に
入
れ 

 

ら
れ
て
い
る
と
推
考
さ
れ
る
の
で
す
。
ま
た
、
こ
こ 

で
も
渋
川
義
堯
の
生
没
年
は
不
詳
に
な
っ
て
い
ま

す
。 蕨

・
渋
川
家
は
一
一
代
の
渋
川
義
基
と
な
り
、「
蕨

城
」
の
城
主
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
、
岩
付
城 

（
岩
槻
市
）
も
後
北
条
・
北
条
氏
康
の
傘
下
と
な
っ

て
し
ま
う
。
後
北
条
氏
は
、
武
田
信
玄
、
上
杉
謙
信

と
攻
防
を
繰
り
返
す
よ
う
な
戦
国
大
名
に
の
し
上

が
っ
て
い
く
の
で
す
。 

一
方
、
房
総
の
雄
・
里
見
家
は
没
落
し
て
い
く
古

河
公
方
を
受
け
入
れ
た
り
、
あ
る
時
に
は
上
杉
方
と

同
盟
を
結
ん
だ
り
し
て
い
た
の
で
、
北
条
氏
康
は
、

里
見
氏
を
武
力
で
傘
下
に
収
め
よ
う
と
北
条
連
合

軍
を
組
織
し
進
軍
を
計
画
し
ま
す
。 

北
条
軍
は
、
永
禄
一
〇
年
八
月
（
一
五
六
七
）
房

州
三
舟
山
（
君
津
市
）
に
於
い
て
、
里
見
軍
と
の
間

に
戦
闘
を
繰
り
広
げ
ま
す
。 

そ
の
中
に
は
渋
川
義
基
も
家
臣
団
を
率
い
て
北

条
氏
の
武
将
と
し
て
参
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
北
条
軍
は
里
見
軍
に
敗
退
し
て
し
ま
い
ま

す
。 こ

の
時
、
渋
川
義
基
は
、
家
臣
と
と
も
に
出
陣
し 

 

自
ら
も
奮
戦
し
た
が
武
運
拙
く
討
死
に
し
て
し
ま

う
の
で
す
。 

そ
し
て
渋
川
城
主
と
と
も
に
奮
戦
し
た
家
臣
団

の
生
存
者
た
ち
は
、「
蕨
の
地
」
に
帰
り
農
民
と
な
り
、

そ
の
後
、
徳
川
家
康
の
慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
）

に
開
創
さ
れ
る
「
中
山
道
蕨
宿
」
の
「
宿
役
人
」
な

ど
で
活
躍
し
て
い
く
の
で
す 

ま
た
、
城
主
夫
人
貞
子
は
、
郷
里
・
長
念
寺
（
群

馬
県
室
田
村
）
に
帰
り
ひ
た
す
ら
、
夫
の
武
運
長
久

を
祈
っ
た
が
、
討
死
の
報
に
触
れ
夫
の
渋
川
氏
の
悲

運
を
嘆
き
悲
し
ん
で
、
侍
女
一
人
を
伴
い
上
州
榛
名

湖
（
は
る
な
こ
）
に
入
水
自
殺
し
た
と
い
う
宝
樹
院

に
伝
わ
る
「
宝
樹
院
殿
・
龍
體
院
殿
」
伝
説
も
、
こ 

の
時
の
討
死
を
契
機
と
し
て
生
じ
、
後
世
に
伝
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

渋
川
氏
の
家
臣
た
ち 

 

足
利
家
一
門
の
名
家
と
し
て
誇
り
高
い
渋
川
氏

の
家
臣
団
の
多
く
は
、
渋
川
義
鏡
が
京
都
か
ら
「
新

鎌
倉
殿
」
の
足
利
政
知
の
補
佐
役
と
し
て
下
向
（
長

禄
三
年
ー1459

）
し
て
き
た
時
に
従
っ
て
き
た
の
で 
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は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
ま
す
。 

故
に
家
臣
団
の
多
く
の
「
ル
ー
ツ
」
は
武
家
政
権

発
祥
の
鎌
倉
、
或
い
は
室
町
文
化
の
雅
な
京
都
に
遡

る
も
の
と
推
考
さ
れ
る
の
で
す
。 

そ
し
て
、
そ
の
名
の
一
端
は
、
後
年
の
成
立
に
な

る
記
録
・
系
図
の
資
料
か
ら
、
そ
の
大
要
は
渋
川
義

基
と
と
も
に
討
死
し
た
家
臣
名
な
ど
か
ら
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。 

「
蕨
市
史
通
史
編
（
１
６
５
ペ
ー
ジ
）
」 

「
蕨
城
主
公
戦
死
略
歴
」（
庄
野
家
旧
蔵
）
に
よ
る
と
、

『
上
総
三
舟
山
合
戦
に
お
い
て
、「
智
仁
勇
、
三
徳
の

若
大
将
」
で
あ
る
渋
川
左
衛
門
尉
正
清
（
義
基
）
は
、

第
一
軍
は
塚
越
五
郎
左
衛
門
勝
成
、
第
二
軍
は
、
岡 

田
織
部
隼
人
、
第
三
軍
は
倉
田
十
郎
義
康
、
第
四
軍

は
鬼
茂
忠
、
第
五
軍
は
大
将
正
清
（
義
基
）
が
統
率

し
旗
本
庄
野
栄
左
衛
門
義
春
を
従
え
て
出
陣
、
そ
の

勢
は
三
千
余
騎
で
あ
っ
た
。』
と
書
か
れ
て
い
る
。 

右
の
う
ち
、
岡
田
氏
は
蕨
宿
開
創
の
宿
役
人
家
と

し
て
知
ら
れ
、
三
舟
山
合
戦
で
は
織
部
隼
人
は
第
二

軍
の
統
率
者
で
あ
っ
た
。「
岡
田
家
系
図
」
に
よ
る
と
、

合
戦
後
の
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
は
足
立
郡
に

居
住
し
、
蕨
宿
草
創
期
の
問
屋
（
と
い
や
）
・
名 

 

主
・
本
陣
の
三
役
を
勤
め
た
正
吉
の
父
・
佐
渡
守
正

信
が
三
舟
山
合
戦
で
討
死
し
た
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
庄
野
栄
左
衛
門
義
春
は
旗
本
と
し
て
随
従

し
討
死
し
て
い
る
。 

「
蕨
市
史
通
史
編
（
１
６
６
ペ
ー
ジ
）」
に
は
、
渋

川
氏
の
家
臣
で
注
目
す
べ
き
は
板
倉
氏
で
あ
る
と

書
か
れ
て
い
る
。 

渋
川
義
鏡
が
下
向
の
際
に
は
、
板
倉
大
和
守
頼
資

が
先
達
と
し
て
下
向
し
、
終
始
渋
川
氏
の
有
力
被
官

と
し
て
活
躍
し
、
ま
た
、
渋
川
義
鏡
が
太
田
道
灌
に

文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
用
土
原
で
協
力
し
た
時
に

板
倉
氏
の
名
が
見
え
る
と
い
う
。 

ま
た
、「
板
倉
家
系
図
」
に
よ
る
と
、
板
倉
頼
重 

は
、
渋
川
義
基
の
弟
と
さ
れ
、
頼
重
は
三
河
国
額
田

郡
小
見
村
に
移
り
、
松
平
氏
に
仕
え
、
そ
の
孫
・
勝

重
が
徳
川
家
康
に
仕
え
て
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）

京
都
所
司
代
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。 

江
戸
時
代
の
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）、
蕨
宿
で

は
、
渋
川
氏
討
死
二
五
〇
回
忌
に
当
た
り
、
家
臣
の

子
孫
高
橋
・
今
井
・
町
田
・
山
田
・
河
島
・
貫
井
・
永

島
・
庄
野
の
諸
氏
ら
の
手
で
渋
川
氏
夫
妻
の
石
碑
が

建
立
さ
れ
、
右
の
各
氏
が
渋
川
家
臣
を
称
し
て
い
た 

 

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
す
。 

    

      

貫
井
氏
（
初
め
高
山
氏
）
も
板
倉
・
高
橋
四
郎
・
高

橋
九
郎
・
岡
田
氏
ら
五
人
と
共
に
三
舟
山
合
戦
に
従

い
、
渋
川
氏
討
死
後
は
蕨
に
帰
り
農
民
に
な
っ
た
と

い
う
。 

こ
の
外
、
蕨
開
発
の
七
人
ー
榎
本
・
金
杉
・
松
田
・

石
井
・
山
岡
・
池
上
・
山
田
の
各
氏
、
並
び
に
慶
長

一
七
年
（1

6
1
2

）
蕨
新
宿
取
立
に
際
し
、
岡
田
氏
と

共
に
上
・
下
戸
田
村
よ
り
蕨
へ
来
住
し
て
き
た
鈴

木
・
今
井
・
荒
木
・
高
橋
・
町
田
・
久
勢
・
細
井
氏

ら
重
立
ち
農
民
の
中
に
も
、
渋
川
氏
ゆ
か
り
の
人
々

が
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

宝樹院墓所 

渋川公夫妻

二五〇回忌

の供養塔 
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あ
と
が
き 

 

以
上
蕨
城
主
渋
川
氏
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
ま

し
た
が
、
冒
頭
に
『 

歴
史
と
文
化
の
薫
り
高
い
都

市
を
醸
し
出
し
て
い
る
蕨
市 

』
と
書
き
出
し
ま
し

た
が
、
ま
さ
し
く
「
蕨
城
主
渋
川
氏
」
は
、
ル
ー
ツ

と
し
て
の
源
氏
の
威
厳
を
持
ち
、
ま
た
、
足
利
将
軍

時
代
の
雅
な
公
家
文
化
も
併
せ
持
つ
代
々
の
「
渋
川

家
」
で
あ
っ
た
ろ
う
と
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
「
渋
川
公
」
に
臣
従
し
て
き
た
家
臣
に
於
い

て
も
「
渋
川
家
の
家
風
」
を
充
分
に
受
け
継
ぎ
、
今
も

足
利
家
一
門
の
名
家
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
続
け
て

い
る
も
の
と
推
察
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

今
回
の
渋
川
氏
に
関
す
る
資
料
が
少
な
い
と
感

じ
ら
れ
た
の
で
、
足
利
家
、
上
杉
管
領
家
な
ど
で
き

る
限
り
の
範
囲
で
調
べ
関
連
さ
せ
て
み
ま
し
た
。 

そ
こ
に
は
出
自
と
し
て
鎌
倉
時
代
の
時
代
背
景

が
あ
り
、
特
に
北
条
執
権
時
代
の
足
利
家
一
門
の

「
雌
伏
の
時
代
」
と
室
町
時
代
の
足
利
家
と
渋
川
家

の
「
蜜
月
時
代
」
を
自
分
な
り
に
参
考
文
献
か
ら
書

き
出
し
て
み
ま
し
た
。 

ま
た
、
堀
越
公
方
の
「
足
利
政
知
」
の
ナ
ン
バ
ー

２
と
し
て
下
向
さ
れ
た
渋
川
義
鏡
は
『
貴
人
』
で
あ

っ
た
と
推
考
さ
れ
、
こ
れ
が
太
田
道
灌
と
結
び
つ
い

た
一
つ
の
要
素
と
も
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、「
家
臣
団
」
の
家
名
に
し
て
も
そ
の
ほ
か
多

く
の
方
が
「
蕨
市
史
」
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
紙

面
の
範
囲
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
、
渋
川
氏
一
家
の
歴
代
に
つ
い
て
の
考

察
は
不
十
分
の
こ
と
が
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
関
連
資
料
を
勉
強
し
続
け
、
補
完
で
き

る
も
の
が
あ
れ
ば
修
正
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
幼
稚
な
文
章
で
す
が
、
お
読
み
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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